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図１ 頻度の高いトラブルの上位５場面 

 

２ 研究の実際 ＞ (2)トラブルについての実態調査 

イ 実態調査の結果と考察(高等学校)                                                                     

＜頻度の高いトラブル(質問㋐)＞ 

予備調査の結果を基に抽出したトラブルの 20 場面について、「あなたのまわりの様子に近いもの」

として、「よくある」「ときどきある」「あまりない」「まったくない」の４件法で調査を実施しました。 

 調査対象期間は、入学してから９月までの１年６か月間にしました。 

 以下は、「よくある」と「ときどきある」の合計の多いトラブルの上位５場面についての集計結果を

挙げたものです(図１)。 

 

 

 

 

高等学校では、トラブルの場面で見ると、授業や掃除、部活動の時間帯で起きるトラブルが多いこ

とが分かりました。また、タイプ別に見ると、「誤解・くいちがい」と「ルールやマナーに関する意識」

が２場面ずつありました。最も頻度の高かった「部活動の練習態度」での意見の相違は、部活動に取

り組む意識が個人によって異なる場合と、相手が注意するときの言い方や態度に不満がある場合が考

えられます。どちらの場合も、生徒が小集団内で活動を共にする場面において、自分の意見や考えを

言い合う中でトラブルが起きていると考えます。 

また、授業や掃除のトラブルの場面では、自分の意見や考えを言うことができずに困ったり不満を

感じたりしていることが考えられます。 

そこで、生徒がトラブルにならないような話し方のスキルを学習することで、生徒同士が自分の意

見や考えを上手に伝え合うことができるようになると考えます。 

 

 

 

 

 

※「よくある」と「ときどきある」の割合の合計が多いトラブルの上位５場面を挙げている。　数値は小数第二位で四捨五入している。

順位 トラブルのタイプ トラブルの場面

1 誤解・くいちがい

　部活動で、ＡさんがＢさんに真面目に練習して
ほしいと注意したが、Ｂさんが真面目にしている
と言ってもめている。

2 したくないこと
　掃除の時間に、Ａさんがいつも楽な仕事ばかり
をしたがるので、Ｂさんが困っている。

3 ルールやマナー
　Ａさんが騒がしくて、Ｂさんが授業に集中できず
に困っている。

4 ルールやマナー
　Ａさんが掃除をさぼるので、真面目にやってい
るＢさんが不満を感じている。

5 誤解・くいちがい
　ＡさんがＢさんから答えにくいことを尋ねられ
て、困っている。
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図２ 声掛けの意識が高いトラブルの上位５場面 

＜声掛けの意識が高いトラブル(質問㋑)＞ 

予備調査の結果を基に抽出したトラブルの 20 場面について、「もし、トラブルがあったとしたら、

あなたは間に入って声を掛けることができると思うか」として、「思う」「少し思う」「あまり思わな

い」「まったく思わない」の４件法で調査を実施しました。 

 以下は、「思う」と「少し思う」の合計の多いトラブルの上位５場面についての集計結果を挙げたも

のです (図２)。 

 

 

 

 

高等学校では、声掛けの意識が高いトラブルの上位５場面をタイプ別に見ると、「誤解・くいちが

い」が３場面ありました。また、上位３場面は、「部活動の練習態度」「クラスマッチでの失敗」「掃除

の楽な仕事」など、もめたり困ったりしている状況が分かりやすいものでした。高校生の声掛けの意

識には、トラブル場面のタイプや状況だけでなく、相手との関係性が影響していることも考えられま

す。 

これらのことから、意見や考え方の違いによって、目の前で対立が起きたり誰かが困ったりしてい

る状況で、困っている相手に共感を抱くことができるような場面においては、生徒は声を掛けること

ができると思っていることが考えられます。 

そこで、このような生徒の声掛けの意識を生かして、生徒が実際に行動に移すことができるように

する必要があると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「思う」と「少し思う」の割合の合計が多いトラブルの上位５場面を挙げている。　数値は小数第二位で四捨五入している。

順位 トラブルのタイプ トラブルの場面

1 誤解・くいちがい

　部活動で、ＡさんがＢさんに真面目に練習して
ほしいと注意したが、Ｂさんが真面目にしている
と言ってもめている。

2 誤解・くいちがい
　クラスマッチでＡさんが失敗したことを、Ｂさんが
責めている。

3 したくないこと
　掃除の時間に、Ａさんがいつも楽な仕事ばかり
をしたがるので、Ｂさんが困っている。

4 ルールやマナー
　Ａさんから教科書や漫画本などを返してもらえな
くて、Ｂさんが困っている。

5 誤解・くいちがい
　ＡさんがＢさんから答えにくいことを尋ねられ
て、困っている。
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 図４ 頻度の高いトラブルの上位５場面における声掛けの意識 

＜頻度の高いトラブルと声掛けの意識の関連性(質問㋐と質問㋑)＞ 

 質問㋐で提示されたトラブルの場面について、「あなたのまわりの様子に近いもの」として「よくあ

る」「ときどきある」と回答した生徒、「あまりない」「まったくない」と回答した生徒のそれぞれにつ

いて、質問㋑の「もし、トラブルがあったとし

たら、あなたは間に入って声を掛けることが

できると思うか」に「思う」「少し思う」と回

答した生徒、「あまり思わない」「まったく思

わない」と回答した生徒の割合を集計しまし

た(図３)。 

 以下は、質問㋐で「よくある」と「ときどき

ある」の合計の多いトラブル上位５場面につ

いての集計結果を挙げたものです(図４)。 

            

  

 

高等学校では、「授業中騒がしい」を除く頻度の高いトラブル４場面で、そのトラブルが「よくあ

る」「ときどきある」と回答した生徒のうち、声掛けの意識で「思う」「少し思う」と回答した生徒の

割合が 50％を超えていることが分かりました。このことから、学校生活において多くの生徒が経験す

るトラブルには、声を掛けることができると思っている生徒が多いと考えられます。 

一方、「授業中騒がしい」場面については、トラブルの頻度では上位にあるにも関わらず、声掛けの

意識で「思う」「少し思う」と回答した生徒の割合が50％に達していませんでした。このことから、生

徒は、授業中のトラブルには教師が声を掛けるべきであると判断して、教師がいる場面では声を掛け

ようと思わないことが考えられます。 

そこで、トラブル未然防止やトラブル解決のスキル学習を行う際に、教師不在で多くの生徒が経験

するトラブル場面を用いて学習することが有効であると考えます。 

 

 

順位 トラブルのタイプ トラブルの場面

1 誤解・くいちがい

　部活動で、ＡさんがＢさんに真面目に練習して
ほしいと注意したが、Ｂさんが真面目にしている
と言ってもめている。

2 したくないこと
　掃除の時間に、Ａさんがいつも楽な仕事ばかり
をしたがるので、Ｂさんが困っている。

3 ルールやマナー
　Ａさんが騒がしくて、Ｂさんが授業に集中できず
に困っている。

4 ルールやマナー
　Ａさんが掃除をさぼるので、真面目にやってい
るＢさんが不満を感じている。

5 誤解・くいちがい
　ＡさんがＢさんから答えにくいことを尋ねられ
て、困っている。

高等学校２年生
※質問㋐で「よくある」と「ときどきある」の合計の多いトラブルの上位５場面について、質問㋐と㋑の両方に回答した生徒の集計結果を挙げている。
　 数値は小数第二位で四捨五入している。

23.7%

20.2%

12.8%

16.8%

16.9%

10.9%

11.9%

18.4%

12.3%

11.8%

27.1%

26.6%

20.5%

25.1%

26.1%

38.4%

41.3%

48.3%

45.7%

45.3%

0% 50% 100%

思う・少し思う あまり思わない・まったく思わない 思う・少し思う あまり思わない・まったく思わない

よくある・ときどきある あまりない・まったくない

図３ グラフ(図４)の見方 
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＜怒りへの対処法＞                    

高等学校では、怒りへの対処法として、「友だちに話す」(72.4％)、「ゲームや音楽などで気を紛ら

す」(74.5％)、「我慢する」(70.4％)と回答した生徒が多いことが分かりました。「友だちに話す」と

回答した生徒は、「親に話す」(32.2％)や「先生に話す」(4.0％)と回答した生徒よりも多いことから、

怒りを感じたときには友達に話すことで気持ちが落ち着く生徒が多いことが考えられます。そのため、

話している友達の気持ちが落ち着くような話の聴き方について学ぶ必要があると考えます。また、「ゲ

ームや音楽などで気を紛らす」と回答した生徒が多いことから、学校で一人でできる怒りへの対処法

について学ぶ必要があると考えます。 

「一人になれる場所へ行く」(60.8％)、「これからどうするかを考える」(51.2％)「運動などで身体

を動かす」(43.2％)、「落ち着くように自分に言い聞かせる」(34.5％)など、自分も相手も傷付けない

ように上手に怒りに対処している生徒がいることから、生徒同士でこのような怒りへの対処法を共有

することが必要であると考えます。一方で、「我慢する」と回答した生徒が７割以上いることや、「自

分を傷つける」、「メールやＳＮＳに書き込む」と回答している生徒がいることから、自分も相手も傷

付けない対処法を学ぶ必要があると考えます。 
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＜高等学校２年生集計結果＞
　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　

　トラブルの場面について

質問㋐

順位 トラブルのタイプ トラブルの場面

1 誤解・くいちがい
　部活動で、ＡさんがＢさんに真面目に練習してほしいと注意し
たが、Ｂさんが真面目にしていると言ってもめている。

2 したくないこと
　掃除の時間に、Ａさんがいつも楽な仕事ばかりをしたがるの
で、Ｂさんが困っている。

3 ルールやマナー 　Ａさんが騒がしくて、Ｂさんが授業に集中できずに困っている。

4 ルールやマナー
　Ａさんが掃除をさぼるので、真面目にやっているＢさんが不満
を感じている。

5 誤解・くいちがい 　ＡさんがＢさんから答えにくいことを尋ねられて、困っている。

6 ルールやマナー
　Ａさんから教科書や漫画本などを返してもらえなくて、Ｂさんが
困っている。

7 嫌がらせ
　ＡさんがＢさんを変なあだ名で呼んだことで、Ｂさんが嫌な思い
をしている。

8 嫌がらせ
　ＡさんがＢさんの悪口を陰で言っていることに対して、Ｂさんが
何も言えないで困っている。

9 嫌がらせ
　隣の席のＡさんがＢさんにちょっかいを出してきて、Ｂさんが
困っている。

10 ルールやマナー
　ＡさんがＢさんの教科書やシューズなどを勝手に借りていき、Ｂ
さんが困っている。

11 ルールやマナー
　Ａさんがパンの袋やペットボトルなどのゴミを持ち帰らずに、近
くの席のＢさんが困っている。

12 誤解・くいちがい
　Ａさんは謝ったが、Ｂさんは謝り方が気に入らず、２人共怒って
いる。

13 嫌がらせ
　授業中に発表して答えを間違えたＡさんが、Ｂさんに笑われて
嫌な思いをしている。

14 誤解・くいちがい
　話合いのとき、Ａさんがどの意見に対しても否定的なことを言っ
て意見がまとまらずに、リーダーのＢさんが困っている。

15 したいこと
　バスの座席を決めるときに、ＡさんもＢさんも同じ人と座りたくて
もめている。

16 誤解・くいちがい 　クラスマッチでＡさんが失敗したことを、Ｂさんが責めている。

17 ルールやマナー
　Ａさんが駐輪場で決められた場所に置かずに、Ｂさんが困って
いる。

18 したくないこと
　教室の鍵を、ＡさんとＢさんのどちらが無くしたのかでもめてい
る。

19 したいこと
　体育祭の応援リーダーを希望しているＡさんとＢさんが、お互
い譲らずにもめている。

20 したいこと
　文化祭の出し物決めのとき、ＡさんとＢさんの意見が合わず
に、２人が口をきかなくなっている。

　①～⑳のトラブルの場面について、入学してから今までのあなたの周りの様子を選んでください。
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＊ 「よくある」と「ときどきある」の合計の多い順に並べている。

数値は小数第二位で四捨五入している。
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質問㋑

順位 トラブルのタイプ トラブルの場面

1 誤解・くいちがい
　部活動で、ＡさんがＢさんに真面目に練習してほしいと注意し
たが、Ｂさんが真面目にしていると言ってもめている。

2 誤解・くいちがい 　クラスマッチでＡさんが失敗したことを、Ｂさんが責めている。

3 したくないこと
　掃除の時間に、Ａさんがいつも楽な仕事ばかりをしたがるの
で、Ｂさんが困っている。

4 ルールやマナー
　Ａさんから教科書や漫画本などを返してもらえなくて、Ｂさんが
困っている。

5 誤解・くいちがい 　ＡさんがＢさんから答えにくいことを尋ねられて、困っている。

6 したいこと
　文化祭の出し物決めのとき、ＡさんとＢさんの意見が合わず
に、２人が口をきかなくなっている。

7 ルールやマナー
　Ａさんがパンの袋やペットボトルなどのゴミを持ち帰らずに、近
くの席のＢさんが困っている。

8 ルールやマナー
　Ａさんが掃除をさぼるので、真面目にやっているＢさんが不満
を感じている。

9 ルールやマナー
　ＡさんがＢさんの教科書やシューズなどを勝手に借りていき、Ｂ
さんが困っている。

10 嫌がらせ
　ＡさんがＢさんの悪口を陰で言っていることに対して、Ｂさんが
何も言えないで困っている。

11 したいこと
　体育祭の応援リーダーを希望しているＡさんとＢさんが、お互
い譲らずにもめている。

12 誤解・くいちがい
　話合いのとき、Ａさんがどの意見に対しても否定的なことを言っ
て意見がまとまらずに、リーダーのＢさんが困っている。

13 したいこと
　バスの座席を決めるときに、ＡさんもＢさんも同じ人と座りたくて
もめている。

14 誤解・くいちがい
　Ａさんは謝ったが、Ｂさんは謝り方が気に入らず、２人共怒って
いる。

15 したくないこと
　教室の鍵を、ＡさんとＢさんのどちらが無くしたのかでもめてい
る。

16 嫌がらせ
　ＡさんがＢさんを変なあだ名で呼んだことで、Ｂさんが嫌な思い
をしている。

17 ルールやマナー 　Ａさんが騒がしくて、Ｂさんが授業に集中できずに困っている。

18 嫌がらせ
　隣の席のＡさんがＢさんにちょっかいを出してきて、Ｂさんが
困っている。

19 ルールやマナー
　Ａさんが駐輪場で決められた場所に置かずに、Ｂさんが困って
いる。

20 嫌がらせ
　授業中に発表して答えを間違えたＡさんが、Ｂさんに笑われて
嫌な思いをしている。

　もし、①～⑳のトラブルがあったとしたら、あなたは間に入って声を掛けることができると思いますか。
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＊ 「思う」と「少し思う」の合計の多い順に並べている。

数値は小数第二位で四捨五入している。
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　怒りのコントロールについて

質問㋒

順位 　　　　　怒りのコントロールの方法

1 　  ゲームや音楽などで気を紛らす

2   　友だちに話す

3 　  我慢する

4 　  一人になれる場所へ行く

5 　  これからどうするかを考える

6 　  運動などで身体を動かす

7 　  落ち着くように自分に言い聞かせる

8 　  親に話す

9 　  物に八つ当たりする

10 　  深呼吸する

11 　  肩や指の力を抜いてリラックスする

12 　  やけ食いをする

13 　  泣く

14 　  メールやＳＮＳ（フェイブックやＬＩＮＥ　など）に書きこむ

15 　  大声を出す

16 　  人に八つ当たりする

17 　  自分を傷つける（髪を抜く、つねる　など）

18 　  暴れる

19 　  先生に話す

20 　  落ち着くまで数を数える

       　　寝る［23］ 　　       気分転換をする

     　　　何かに没頭する ・　ガムを噛む

・　好きな事をする[３] ・　外の空気を吸う

・　部活動で発散する［２］ ・　買い物に行く

・　歌を歌う 　　       自分の気持ちを絵や文章にする

・　ピアノを弾く 　　       その他

          前向きに考える ・　動物と触れ合う[２]

・　自分も悪い所があるかどうかを考える[２] ・　先輩に話す

・　よい方向に考える

・　相手のよい所探しをする

・　イライラした友達との楽しかった思い出を振り返る

・　忘れるようにする ＊[　]の中の数字は、同様の内容を回答した児童生徒数を表している。

　怒りをコントロールする方法として、他にもやっていることがあったら書いてください。

　学校生活で友だちに腹が立って、イライラしたりムカムカしたりしたとき、あなたはどうしていますか。
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0% 50% 100%

よくする たまにする あまりしない しない

＊ 「よくする」と「たまにする」の合計の多い順に並べている。

数値は小数第二位で四捨五入している。


